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蒸気一液体界面におけるぬれ転移
1. 樹枝状結晶の先端の安定形態

















図 1. NHACL 33.3%水溶滴､
d=20士2/Jmか ら成長 させ た
樹枝状結 晶の先端 の形状､
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図 3. 先端 付近 の 曲率の､ 先端 か らの距叡依存性
k､ xは それぞれ､ Ⅰva n t s ov pa r･a b o l aで






































実にも注意しておきたい｡この傾向の定量的解 図 5. 3次元方向にも異方性を示した結晶形態
折は現在進行中である｡
横枝の出現に関しては,3次元系であるおかげで,垂直方向の横枝があり,観察しやすく都
合のよいものであった｡それによると,先端の速度 Vが, V=2･Opm/Sになると横枝が出
現し始めるが,下流に進むと消滅してしまう｡しかし, 〃 =2.3/`m/Sになると下流でも安
定化して残る｡この不安定から安定-の遷移もまた,興味ある所である｡
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